
 

・教育長や教育委員会職員が、小中一貫教育

に関する会議や合同研修、小中交流全体会

に参加し、協働して取組を推進 

・教育委員会次長が、コーディネーター的な

役割として、小・中学校間の連絡調整等を

実施 

 

＜学校種間連携サポート事業＞取組事例  【９年間を通じて身に付けさせたい資質・能力の設定の工夫】  

〔利尻富士町〕利尻富士町立鴛泊中学校区の取組（小中一貫型小学校・中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 
・コアチームによる検討・整理を実施したこ

とにより、児童生徒の課題がより明確にな
った。 

・小中交流会で指導計画を改善したことによ
り、全教職員の小中一貫教育への意識の向
上が図られた。 

取組の工夫の実際 

・目指す子ども像「ふるさとを愛し、未来を切り拓

く自立した子ども」 

・利尻富士町立鴛泊小学校（57人）、利尻富士町立鴛

泊中学校（34人） 

・導入時期：令和５年４月導入 

・設置形態：施設隣接型 

・学年段階の区切り：６－３    小学校  中学校 

 

【鴛泊小中一貫カリキュラム国語（一部）】 

教育委員会の支援 

・コアチーム（小・中学校の管理職と分掌部長で組

織）が、小・中学校９年間の「学びをつなぐ」こ

とに向けて、発達の段階や連続性を踏まえた各学

年の教科の目標設定を検討した。 

・コアチームでの検討をもとに、小中交流会（教科

部会）において、学習内容の系統性や重点化を図

った小・中学校 9 年間の指導計画を改善した。 

【鴛泊地区学校運営協議会の様子】 

・学校と「人・地域をつなぐ」ために、学校運営協議会で地域

の想いや願いを把握するとともに、小中一貫教育の推進上

の課題を共有し、小中一貫教育の取組の検証改善を図った。 

・学校運営協議会で鴛泊小中合同運動会について検証する場

を設け、次年度に向けて学校・地域・保護者で意見や改善点

を共有した。 

概要 

① コアチームを中心とした教育課程の編成 

【今後の取組】 
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実に向けて、教育課程の検証改善
を図る必要がある。 

・小中相互の乗り入れ指導の効果的な実施に
向けて、指導法の充実を図る必要がある。 

② 学校運営協議会等を含めた検証改善 

 

【成果】 

・学校運営協議会で小中一貫教育の取組の検証改

善を進めていくことにより、「地域に開かれた

学校」から「地域とともにある学校」へ転換さ

れ、学校・地域・保護者が連携・協働しながら

教育を進める関係性を強化することができた。 

【今後の取組】 

・小中一貫教育の充実に向けて、地域人材や

教育資源を生かした教育活動を推進してい

くとともに、地域との連携をより一層深め

る必要がある。 

全国学力・学習状況調査 



・学習での体験場所や講師、バスの手配など、

人的・物的資源の確保に向けた支援を実施 

・学校と地域が子どものためにできることに関

する協議を行うなど、小中一貫教育の充実に

向けた取組を推進 

 

 

＜学校種間連携サポート事業＞取組事例  【９年間を通じて身に付けさせたい資質・能力の設定の工夫】 

〔利尻富士町〕利尻富士町立鬼脇中学校区の取組（小中一貫型小学校・中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】  

・島内の研究サークルの取組を通して、教育課程

の編成を円滑に進めることができた。 

・町教育委員会の協力により、講師の手配や体験

活動の場の設定など、学校で必要な人的・物的

資源を確保することができた。 

取組の工夫の実際 

・目指す子ども像「確かな学力を身に付け、自ら解決
できる子 心豊かに、思いやりの心で互いに認め合
う子 心身を鍛え、困難に打ち克つ粘り強い子」 

・利尻富士町立利尻小学校（27人）、利尻富士町立鬼脇
中学校（18人） 

・導入時期：令和４年４月導入 
・設置形態：施設一体型 
・学年段階の区切り：６－３ 
 

 

【島内の研究サークルの様子】 

教育委員会の支援 

・島内の研究サークルの教科部会が中心となり、
小中高12年間の連携を意識して作成した指導計
画に基づき、社会科、体育科（保健体育科）、生
活科、総合的な学習の時間における系統的な教
育課程を編成した。 

・離島という地域性を踏まえ、町教育委員会の社
会教育係と連携して、地域の人的・物的資源を活
用した。 

【中学校教諭による乗り入れ指導の様子】 

・施設一体型校舎の利点を生かし、教科の専門性を

有する中学校教諭による小学校への乗り入れ指

導を実施した。 

＜実施教科＞ 

高学年：外国語、体育科、音楽科、算数科 

中学年：外国語活動、音楽科 

低学年：音楽科 

概要 

① 教科部会を中心とした教育課程の編成 

【今後の取組】 

・児童生徒のよりよい学びに向け、島内の研

究サークルの協力を得ながら教育課程の検

証を進める必要がある。 

・新たな人的・物的資源の確保に向け、町教育

委員会との連携を充実させる必要がある。 

【成果】 
・中学校教諭による小学校への乗り入れ指導によ
り、専門性の高い授業が展開され、日常の授業に
おける発言や質問が増えるなど、児童の学習に
対する興味・関心を高めることができた。 

・乗り入れ指導を実施した教科において、小・中学
校の系統性を踏まえた授業改善を進めることが
できた。 

【今後の取組】 
・乗り入れ指導を充実させるため、小・中学
校の教員が児童生徒の実態を共有し、細か
な見取りと発達の段階に応じた指導法を確
立していくとともに、小中合同研修会等を
活用するなど、乗り入れ指導の様子の交流
を通して、授業改善の推進に取り組んでい

く必要がある。 

② 教科担任制や外国語科における乗り入れ指導 



 

・町内の小・中学校が「小中一貫教育」の視点

で授業改善を図ることができるよう、 「安平

町ハンドブック」を作成 

・「学校魅力化コーディネーター」を配置し、

地域人材や教育資源を活用した「総合的な学

習の時間」の授業を支援 

・地域住民の声を積極的に生かした「地域とと

もにある学校」 「地域の核となる場所」を実

現するための「学校運営協議会」を開催 

＜学校種間連携サポート事業＞取組事例           【９年間を通じた指導計画作成の工夫】  

〔安平町〕安平町立早来学園の取組（義務教育学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指導内容系統一覧表を作成し、地域の特色を生かした地域学

習を計画的に行うなど、９年間を通じた「ふるさと教育」の

充実を図った。 

・全教員が「安平町ハンドブック」にあるピクトグラムを活用

し、目指す子どもの姿の実現に向けた授業改善の視点を共有

しながら、校内研究を実施した。 

 

【成果】 

・ホワイトボード、可動式机、多様なワ

ークスペース等や、ICT 環境を活用し

た多様な交流方法を設定することによ

り、表現力や、批判的思考力の育成に

向けた授業実践を行うことができた。 

【今後の取組】 

・児童生徒に育成を目指す資質・能力を効果的に身に付けさ

せることができるよう ICT 環境を更に生かす必要がある。 

・引き続き成果発表の場として公開研究会を実施し、成果を

広く普及するとともに、小中一貫教育の充実に向けた取

組を検証改善する必要がある。 

取組の工夫の実際 

・目指す子ども像「ふるさとを大切にし 自ら世界

を広げる子 友達と夢を語らい 未来に向かっ

て挑戦する子 思いやりをもち 互いの良さを

認め合う子」 

・前期課程（197人）、後期課程（116人） 

・設置時期：令和５年４月設置 

・設置形態：施設一体型 

・学年段階の区切り：４－３－２ 

教育委員会の支援 概要 

① 指導内容系統一覧表や「安平町ハンドブック」の活用及び改善 

【成果】 

・９年間を通して「ふるさとを大切にし、自ら世界を広げる

子」を育成するための取組を組織的に実施することができ

た。 

・「安平町ハンドブック」を活用することにより、全教職員

が同じ視点をもって授業改善を進めることができた。 

【今後の取組】 

・「ふるさと教育」の充実に向け、目指す

子ども像の実現に向けて活動を精査

し、児童生徒の学びのつながりや発達

の段階をより考慮した指導内容系統

一覧表の改善を図る必要がある。 

【ピクトグラム（一例）】 

【はやきたスタディフェスティバルの様子】 

・個人で設定した研究テーマを踏まえたグループワーク

による研究や、自主的なミニ研修、個人研究の記録の蓄

積などにより、教員自身の資質・能力の実態及び伸長の

把握を行った。 

 ・「はやきたスタディフェスティバル（公開研究会）」を

開催し、小中一貫教育の研究成果を広く発信した。 

② 校内研修の充実による授業改善 

 



 

 

・町教育委員会が主体となって学校・家庭・地
域の人材からなる推進委員会を設置 

・学校運営協議会と連携して地域へ小中一貫教
育に関する情報を発信 

・町内の全教職員を対象に、外部講師を招聘し
た授業改善に係るセミナーを開催 

・ 「ゆうべつ学」のための郷土に関する資料を
作成し、町内全ての児童生徒に配付 

＜学校種間連携サポート事業＞取組事例           【９年間を通じた指導計画作成の工夫】 

〔湧別町〕湧別町立ゆうべつ学園の取組（義務教育学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

・児童アンケート「自分から学習に取り組ん

でいるか」の質問に対し、肯定的に回答す

る児童生徒の割合が増加した。 

（R５：76％→R６：88％） 

取組の工夫の実際 

・目指す子ども像「一人一人が問いをもち続け、互

いに学び合い、学びを自覚する姿」 

・前期課程（84 人)、後期課程（38 人） 

・設置時期：令和６年４月設置 

・設置形態：施設一体型 

・学年段階の区切り：４－３－２ 

【「ゆうべつ学」で身に付けさせたい力】 

教育委員会の支援 

・目指す子ども像の実現ために、「ゆうべつ

学」で身に付けさせたい力を明確にすると

ともに、それを活用できる地域資源を位置

付けた指導計画を作成した。 

・町主催のセミナーにおいて、全教職員で

「ゆうべつ学」の指導計画を共有し、持続

可能な視点から改善点を話し合った。 

【第６学年の単元配列表（一部）】 

・全教科において、教科等横断的な視点によ

る９年間の学びのつながりを明確にした単

元配列表を作成し、児童生徒の理解度に応

じた課題の設定や仲間と協働的に学ぶ場面

の設定などを行った。 

概要 

① 「ゆうべつ学」を通じた探究的な学習 

【今後の取組】 

・各学年で身に付けさせたい力をより効果的

に育成できるよう、各種調査や児童アンケ

ート等のエビデンスに基づき、指導内容の

改善を図る必要がある。 

② 全教科における単元配列表の改善 

 

【成果】 

・教職員アンケート「授業改善は進んでいる

か」の質問に対し、「進んでいる」と回答す

る教職員の割合が増加した。 

（R５：80％→R６：95％） 

【今後の取組】 

 地域住民や保護者と成果や課題を共有し、

共通して取組を進めるため、単元配列表や、

それに基づく目標の達成状況について情報

発信する必要がある。 


